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県
医
労
第
72
回
定
期
大
会

が
、
６
月
17
、
18
日
、
盛
岡
市

つ
な
ぎ
「
ホ
テ
ル
大
観
」
で
開

催
さ
れ
、
19
支
部
か
ら
１
０
９

人
の
代
議
員
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
岩
手
医
労
連
、
い

わ
て
労
連
、
日
本
共
産
党
の
各

代
表
が
来
賓
と
し
て
あ
い
さ

つ
。そ
し
て
、民
進
党
、社
民
党
、

生
活
の
党
か
ら
は
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

運
動
方
針
の
議

論
で
は
、「
９
回

夜
勤
が
の
べ
45
人

に
な
り
、
年
内
に

は
返
せ
な
い
」「
９

回
夜
勤
、
10
回
夜

勤
が
発
生
し
て
い

る
」「
夜
勤
免
除

者
に
協
力
を
強
要

し
て
い
る
」「
妊

婦
へ
の
パ
ワ
ハ
ラ

が
あ
り
、
許
せ
な

い
」
な
ど
、
人
手

不
足
や
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
実
態
が
報

告
さ
れ
、
増
員
の

必
要
性
が
浮
き
ぼ
り
に
な

り
ま
し
た
。
増
員
の
た
め

に
は
み
ん
な
で
き
ち
ん
と

超
過
勤
務
を
書
い
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
が
、
こ

の
問
題
は
政
治
に
も
関

わ
っ
て
お
り
、
私
た
ち
の

職
場
を
良
く
す
る
た
め
に

は
政
治
を
変
え
る
こ
と
、

そ
の
た
め
に
選
挙
に
行
っ

て
投
票
し
よ
う
と
確
認
し

ま
し
た
。

　

決
算
、
予
算
な
ど
、
全
て
の

議
案
が
採
択
さ
れ
、
新
年
度
役

員
に
つ
い
て
は
選
挙
で
全
員
が

信
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
大
会
終
了
後
に
、

参
議
院
岩
手
選
挙
区
の
野
党
統

一
予
定
候
補
が
駆
け
付
け
、
激

励
の
エ
ー
ル
を
交
換
し
ま
し

た
。
ま
た
、
夜
に
は
懇
親
会
で

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

県
医
労
規
約
で
は
、
支
部
定

期
大
会
は
、
本
部
定
期
大
会
後

１
ヶ
月
以
内
の
開
催
と
し
て
い

ま
す
。
み
ん
な
で
協
力
し
て
成

功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

南光支部　○○代議員

選挙に行って政治を変えよう

現場では、9回、１０回夜勤、夜勤免除者にも夜勤

超勤しっかり書いて増員へ
＝ 県医労第72回定期大会 ＝

第２号議案では、のべ33人が発言

一戸支部　○○代議員

33
人
が
発
言

　

ど
こ
で
も
増
員
が
必
要

支
部
定
期
大
会
を

　
　
　
　

１
ヶ
月
以
内
に

「
選
挙
に
行
っ
て
政
治
を
変

え
よ
う
」（
特
別
決
議
）採
択
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前
回
の
県
医
労
新
聞
６
月
号

で
も
紹
介
し
て
い
た
参
議
院
選

挙
。
今
回
は
、
そ
の
後
の
情
勢

の
進
展
と
具
体
的
な
投
票
行
動

に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

　

昨
年
９
月
19
日
の
戦
争
法
強

行
か
ら
３
ヶ
月
、「
戦
争
法
廃

止
２
０
０
０
万
人
統
一
署
名
」

の
取
り
組
み
が
提
起
さ
れ
、
岩

手
で
も
今
年
１
月
20
日
「
署
名

運
動
を
推
進
す
る
岩
手
の
会
」

が
結
成
さ
れ
、
私
た
ち
も
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
署
名
や
デ

モ
・
集
会
の
取
り
組
み
、「
野

党
は
共
闘
せ
よ
」
の
声
に
押
さ

れ
、
こ
の
参
議
院
選
挙
に
向
け

た
野
党
統
一
候
補
の
擁
立
が
全

国
で
模
索
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
存
じ
の
通
り
参
議
院
議
員

の
任
期
は
６
年
で
、
３
年
ご
と

に
半
数
を
改
選
し
ま
す
。

　

各
県（
も
し
く
は
２
県
）か
ら

一
人
だ
け
当
選
す
る
１
人
区
の

選
挙
区
選
挙
は
、
全
国
32
あ
り

ま
す
。
そ
の
32
区
す
べ
て
で
、

野
党
統
一
候
補
が
擁
立
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
歴
史
的
に
初

め
て
の
こ
と
で
す
。

　

岩
手
で
は
、
選
挙
公
示
ま
で

約
１
ヶ
月
に
迫
っ
た
５
月
21

日
、
野
党
統
一
候
補
が
擁
立
さ

れ
ま
し
た
。「
戦
争
法
廃
止
」

の
私
た
ち
の
声
と
運
動
が
、
野

党
の
団
結
を
後
押
し
し
た
の
で

す
。

　

い
わ
て
労
連
は
こ
の
間
、
市

民
ネ
ッ
ト
と
と
も
に
、「
野
党

は
共
闘
し
て
欲
し
い
」
と
の
声

を
各
野
党
に
届
け
、
地
道
に
働

き
か
け
て
き
ま
し
た
。
６
月
２

日
の
幹
事
会
で
、
政
策
協
定
を

決
め
、
結
び
ま
し
た
。
そ
の
政

策
協
定
の
内
容
を
、
し
っ
か
り

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　

岩
手
医
労
連
は
執
行
委
員
会

で
議
論
を
重
ね
、
応
援
す
る
こ

と
を
決
定
。
６
月
13
日
に
は
、

岩
手
医
労
連
と
し
て
の
要
望
書

を
手
交
し
ま
し
た
。

　

何
よ
り
大
事
な
こ
と
は
、
一

人
ひ
と
り
が
、
棄
権
し
な
い
こ

と
で
す
。

　

今
年
は
、
婦
人
参
政
権
か
ら

70
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
選
挙
権
が
18

歳
ま
で
に
拡
大
さ
れ
た
初
め
て

の
選
挙
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
わ
り
に
声
を
か
け
あ
い
、

投
票
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

近
年
は
、
期
日
前
投
票
が
広

く
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。「
仕
事
の
都
合
で
投
票

所
に
行
け
な
い
」、「
住
民
票
を

移
動
し
て
い
な
か
っ
た
」
な
ど

の
声
を
多
く
聞
き
ま
す
。
選
挙

公
示
の
翌
日
６
月
23
日
か
ら
７

月
10
日
ま
で
、「
毎
日
が
投
票

日
」
の
位
置
づ
け
で
、
予
定
を

立
て
て
み
る
の
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

　

投
票
は
、
２
回
で
す
。
選
挙

区
選
挙
は
候
補
者
名
を
、
比
例

選
挙
に
つ
い
て
は
、政
党
名（
ま

た
は
個
人
名
で
も
可
）を
記
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
日
勤
で
あ
っ
て

も
「
公
民
権
行
使
」
と
し
て
、

投
票
の
た
め
の
遅
参
・
早
退
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

 いわて労連政策協定書の内容
１．立憲主義に基づき、安保法制の廃止と集団的自

衛権行使容認の閣議決定撤回を実現する。
２．安倍政権による憲法改悪を阻止し、政権の打倒

をめざす。
３．2017年4月からの消費税10％への引き上げに

反対する。
４．「5年間の集中復興期間終了」を口実とする、国

の被災者支援、復興政策の縮小・打ち切りは許さ
ず、被災者生活再建支援金の上限額を500万円に
引き上げるなど制度拡充をめざす。

５．安倍政権による国会決議に反するＴＰＰの批准
に反対する。

６．原発に頼らない社会をめざすとともに、再生可
能エネルギーの促進をはかる。

７．東京一極集中を是正し、すべての人が生き生き
暮らすことができる地域社会を創造する。

８．誰もが地域で安心して医療・介護・福祉など社
会保障のサービスを受けられる体制を構築する。

９．貧困と格差の解消、労働法制の改悪に反対し、
最低賃金の大幅引き上げと全国一律最低賃金制の
実現にむけて努力する。

10．当選した暁には、市民・県民の政治に対する関
心と参画が高まるように、いわて労連との交流・
懇談の場を積極的に設ける。

2016年6月3日

投
票
へ
行
こ
う
！
参院選
②

お
さ
ら
い

そ
れ
ぞ
れ
の
労
働
組
合
は
？

投
票
は
２
回

『投票に行かな
い』は

安部政権の思う
ツボ

投票にいこう！
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「
市
民
で
つ
く
ろ
う
、
新
し

い
政
治
を
！
６
・
１
２
岩
手
県

民
集
会
」
が
６
月
12
日
、
県
公

会
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
に
は
、
６
０
０
人
が
参
議
院

選
挙
に
向
け
て
集
ま
り
ま
し
た

（
主
催
は
同
実
行
委
員
会
）。

　

集
会
で
は
、
法
政
大
学
教

授
・
市
民
連
合
・
立
憲
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
会
共
同
代
表
の
山
口

二
郎
氏
が
、「
市
民
が
つ
く
る

新
し
い
選
挙
～
戦
争
法
廃
止
と

立
憲
主
義
回

復
の
た
め
に

～
」
と
題
し

て
講
演
し
ま

し
た
。
山
口

氏
は
、
安
倍

暴
走
政
治
に

対
し
、「
ア

ベ
化
す
る
世

界
と
イ
ヤ
な
時
代
が
到
来
。
自

己
愛
が
強
く
幼
児
的
な
国
の

リ
ー
ダ
ー
に
審
判
を
下
す
た

め
、若
者
達
が
立
ち
上
が
っ
て
、

新
し
い
市
民
的
文
化
が
誕
生
し

た
。
野
党
勝
利
の
た
め
に
無
党

派
に
働
き
か
け
、
投
票
率
を
上

げ
よ
う
」
と
強
調
。

　

岩
手
で
も
「
野
党
共
闘
」
の

市
民
の
声
を
背
景
に
、
民
進

党
・
共
産
党
・
生
活
の
党
・
社

民
党
が
、
野
党
統
一
候
補
を
擁

立
し
ま
し
た
。
集
会
で
は
、
市

民
と
力
を
合
わ
せ
て
戦
争
法
を

廃
止
さ
せ
、
新
し
い
政
治
の
流

れ
を
起
こ
そ
う
と
決
意
を
新
た

に
し
、「
参
院
選
勝
利
を
」
の

熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

集
会
後
、
参
加
者
は
盛
岡
市

内
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

講師の山口二郎氏

集会後、盛岡市内をデモ行進する参加者

市
民
が
つ
く
る

　
　
新
し
い
選
挙

６
・
１
２
県
民
集
会

　

２
０
１
６
国
民
平
和
大
行
進
は

“
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
！
ノ
ー
モ

ア
・
ナ
ガ
サ
キ
！
”“
核
兵
器
の
な

い
世
界
を
”
と
核
兵
器
廃
絶
を
訴

え
な
が
ら
、
６
月
11
日
か
ら
19
日

ま
で
の
９
日
間
、
岩
手
県
内
を
行

進
し
ま
し
た
。
梅
雨
入
り
し
た
県

内
は
、
時
折
雨
に
見
舞
わ
れ
な
が

ら
も
沿
道
か
ら
の
声
援
に
支
え
ら

れ
、
無
事
に
宮
城
の
実
行
委
員
会

へ
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

８
月
に
開
催
さ
れ
る
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会 

in 

広

島
に
、
県
医
労
か
ら

一
人
で
も
多
く
の
参

加
者
を
送
り
出
し
、

核
兵
器
の
な
い
平
和

な
世
界
の
実
現
に
向

け
、世
界
と
連
帯
し
、

行
動
し
ま
し
ょ
う
。

2016年原水爆禁止国民平和大行進

世界大会 in 広島へ
代表を送り出そう

なくそう核兵器！



4

女性部

　

６
月
５
日
、
第
62
回
岩
手
県

母
親
大
会
が
宮
古
市
民
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
、
１
０
６
１
人

（
県
医
労
か
ら
11
支
部
・
本
部

45
名
）が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
の
分
科
会
は
ど
こ
も
満

席
。
宮
古
な
ら
で
は
の
分
科
会

｢

三
陸
に
生
き
る
女
性
た
ち
に

学
ぶ
」
で
は
、度
重
な
る
津
波
、

戦
争
、
原
発
誘
致
阻
止
の
運
動

を
た
た
か
っ
て
き
た
三
陸
の
女

性
た
ち
の
姿
が
語
ら
れ
、
感
動

が
広
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
戦
争
法
廃
止

の
声
が
広
が
る
中
で

開
催
さ
れ
た
憲
法
カ

フ
ェ
で
は
、
上
山
信

一
弁
護
士
か
ら
憲
法
を
学

び
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
。
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
思
い
を
語
り
、
憲

法
改
悪
の
企
み
を
許
さ

ず
、
選
挙
で
審
判
を
下
そ

う
と
確
認
し
ま
し
た
。

　

午
後
の
全
体
会
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
は
、
宮
古
水
産

高
校
の｢

宮
水
太
鼓
」。
リ
ズ
ミ

カ
ル
で
切
れ
の
良
い
ば
ち
さ
ば

き
に
会
場
が
沸
き
ま
し
た
。

　

香
山
リ
カ
さ
ん
の
記
念
講
演

の
後
、
大
会
宣
言
、
安
全
保
障

関
連
法（
戦
争
法
）の
廃
止
を
求

め
る
決
議
を
採
択
し
閉
会
し
ま

し
た
。

全体会会場の宮古市民文化会館。1,061人の参加者で埋めつくされました

第3分科会「三陸に生きる女性たちに学
ぶ」で話されたみなさん

私が変われば、社会が変わる

　

記
念
講
演
は
、
精
神
科
医
の
香

山
リ
カ
さ
ん
。
香
山
さ
ん
は
、「
人

は
目
の
前
の
つ
ら
さ
に
向
き
あ
っ

て
い
る
う
ち
に
変
わ
っ
て
い
く
。

追
い
詰
め
ら
れ
る
と
底
力
を
発
揮

す
る
。『
自
分
な
ん
て
』『
～
で
き

る
わ
け
が
な

い
』
と
自
分
の

価
値
を
下
げ
て

は
い
け
な
い
。

人
と
比
較
し
な

い
。
少
数
派
は

か
っ
こ
い
い
。
変
わ
り
者
、
大
い

に
結
構
。
自
分
を
ね
ぎ
ら
い
、
た

ま
に
は
自
分
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と

も
大
事
。『
だ
れ
の
子
ど
も
も
殺

さ
せ
な
い
』『
保
育
所
落
ち
た
の
私

だ
』
と
行
動
を
起
こ
し
た
人
た
ち

は
、
自
分
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

他
人
の
こ
と
も
考
え
て
行
動
し
て

い
る
。『
私
が
変
わ
れ
ば
』
～
自
分

の
力
を
信
じ
て
、
社
会
の
問
題
に

目
を
向
け
、
政
治
を
変
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
」と
、呼
び
か
け
ま
し
た
。

だれにでも底力はある
記 念 講 演

第
62
回
岩
手
県
母
親
大
会
in
宮
古
、開
催

６月５日
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青年部

　

昨
年
は
福
島
県
で
開
催
さ
れ

た
日
本
医
労
連
青
年
協
議
会
の

全
国
ア
ク
ト
・
イ
ン
・
サ
マ
ー
。

今
年
は
８
月
19
日
か
ら
２
泊
３

日
、お
隣
、宮
城
県
大
崎
市
「
鳴

子
観
光
ホ
テ
ル
」を
会
場
に「
み

ち
の
く
ア
ク
ト
」
＝
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
青
年
交
流
集
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

す
で
に
青
年
を
送
り
出
す
た

め
の
財
政
活
動
な
ど
も
ス
タ
ー

ト
し
、
定
期
大
会
で
、
本
部
青

年
部
役
員
が
75
個
の
「
白
石

う
ー
め
ん
」を
完
売
し
ま
し
た
。

チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
な
ど
も
支

部
に
送
っ
て
い
ま
す
。
各
支
部

で
も
送
り
出
し
を
お
願
い
し
ま

す
。
７
月
30
、
31
日
に
は
、
ホ

テ
ル
紫
苑
を
会
場
に

県
医
労
本
部
青
年
部

第
59
回
定
期
大

会
も
開
催
さ
れ

ま
す
。
２
つ
を

そ
れ
ぞ
れ
成
功

さ
せ
、
青
年
部

の
活
動
に
弾
み

を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

一昨年開催されたみちのくアクト 
in 山形の夜祭りの様子 本部青年部役員が定期大会

で「白石うーめん」を完売

夏季休暇、年次、非番を活用し

みちのくアクトin 宮城へ大集合！
7月30日㈯、31日㈰は本部青年部定期大会へ

　千葉県で開催された医療研
究全国集会は、全国各地から
約４００人が参加。県医労か
らは定期大会が近いこともあ
り、２支部・本部から３人の
参加でした。
　１日目の全体集会では、千
葉県で発生した母子無理心中
事件なども取り上げられ、ア
ベノミクスによる格差の拡大、社会保障のあり方を問うものとなり
ました。
　２日目は看護やリハビリなど１７の分科会に分かれ、持ち寄った
レポートが発表されました。「医療と福祉の実態を知り、医療と社
会保障のあり方を考える」第１分科会では、受診した住民の背後に
ある貧困などに光りを当てたケースワーカーを中心にした活動など
が報告されました。

憲法をまもり、人権が大切にされる社会へ

医療研究全国集会に400人

8月19・20・21日

全体集会で長友氏が記念講演



6

　

今
年
度
が
始
ま
っ
て
２
カ

月
、
す
で
に
病
休
や
ら
何
や
ら

で
、
毎
日
ス
タ
ッ
フ
が
少
な
い

状
態
で
の
業
務
で
す
。
休
日
は

疲
れ
す
ぎ
て
布
団
か
ら
離
れ
ら

れ
ず
…
。
働
く
っ
て
大
変
で
す

ね
。

中
央
支
部
　
パ
ン
ダ

　

　

　

病
気
休
職
の
際
、
医
労
連

共
済
か
ら
給
付
が
あ
り
、
と

て
も
助
か
り
ま
し
た
。
月
々

１
２
０
０
円
で
あ
の
保
障
内
容

は
と
て
も
お
得
で
す
。

久
慈
支
部
　
ナ
ポ
リ
タ
ン

　

　

　
「
ま
ち
が
い
さ
が
し
」
の
よ

う
な
、
母
の
日
と
は
違
い
、
バ

タ
バ
タ
と
土
・
日
が
過
ぎ
て
い

き
ま
し
た
。
子
ど
も
は
気
付
か

ず
、
今
年
も
何
も
な
し
…
。
保

育
所
の
時
の
母
の
日
の
作
品
を

大
事
に
と
っ
て
あ
り
ま
す
。

中
央
支
部
　
も
も
マ
マ

５
月
号
パ
ズ
ル

５
月
号
パ
ズ
ル

　

５
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
30
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
５
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

ナ
ポ
リ
タ
ン（
久
慈
支

部
）、
ら
ん
ら
ん
、
清
水
美

湖（
以
上
、
二
戸
支
部
）、
じ
ゃ

が
い
も
の
花
、
ま
め
ぶ
、
し

た
ら
き
、
ち
ゃ
ん
こ（
以
上
、

中
央
支
部
）、
ぬ
ら
り
ひ
ょ

ん（
磐
井
支
部
）、
は
な
ち
ゃ

ん（
大
船
渡
支
部
）、
五
老
星

（
宮
古
支
部
）

　

仕
事
が
多
忙
に
な
る
に
つ

れ
、
心
の
余
裕
が
な
く
な
り
、

そ
の
ス
ト
レ
ス
を
職
場
の
人
に

向
け
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
悪
循
環
に
陥
ら
な
い
よ
う

に
、
忙
し
い
時
ほ
ど
一
呼
吸
置

い
て
、
ま
わ
り
と
の
連
携
を
大

切
に
し
て
働
い
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

南
光
支
部
　
○
○
○
○

　

　

　

10
年
ぶ
り
に
学
生
時
代
の
友

と
会
い
ま
し
た
。
楽
し
い
同
級

会
で
し
た
。こ
の
年
に
な
る
と
、

健
康
の
話
が
一
番
盛
り
上
が
り

ま
す
。

中
央
支
部
　
た
ぬ
き
と
ね
ず
み

　

　

　

今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

年
。
で
も
次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
都
市
は
大
モ
メ
で
す
ね
。

普
通
の
感
覚
を
も
っ
た
ト
ッ
プ

が
ほ
し
い
も
の
で
す
。

高
田
支
部
　
夢
子

　
「
病
院
で
働
く

と
い
う
こ
と
は
、

夜
勤
も
あ
る
」
こ

と
は
世
間
で
も
知

ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
月
に
何
回

夜
勤
が
あ
り
、
何

人
の
看
護
師
・
補

助
者
で
夜
勤
が
行

わ
れ
て
い
る
か
は
、
実
際
に
自

分
や
家
族
が
入
院
し
て
み
な
い

と
分
か
ら
な
い
▼
現
代
社
会
で

は
、
タ
ク
シ
ー
や
ト
ラ
ッ
ク
運

転
手
、
24
時
間
稼
働
の
工
場
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
も
増

え
、夜
勤
を
し
て
い
る
人
は
多
い
。

し
か
し
、
夜
勤
が
身
体
に
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
理
解
し
て
働
い

て
い
る
人
は
そ
う
多
く
は
な
い
。

私
も
組
合
活
動
を
通
じ
て
学
習

の
機
会
を
得
た
た
め
、
夜
勤
の

有
害
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
現
場
で
働
い
て
い
る
だ
け

で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
と
思
う

▼
７
月
23
日
に
開
催
さ
れ
る
岩

手
県
医
療
研
究
集
会（
医
療
研
）

で
は
、
看
護
分
科
会
の
中
で
、

労
働
科
学
研
究
所
・
慢
性
疲
労

研
究
セ
ン
タ
ー
の
佐
々
木
司
氏

が
「
い
き
い
き
と
働
き
続
け
る

た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
さ

れ
る
。
佐
々
木
氏
は
、
こ
れ
ま

で
も
何
度
か
岩
手
で
夜
勤
の
有

害
性
に
つ
い
て
、
そ
の
時
々
の
最

新
デ
ー
タ
を
紹
介
し
な
が
ら
、

面
白
く
分
か
り
や
す
い
講
演
を

行
っ
て
き
た
。
３
年
前
、
県
立

病
院
で
夜
勤
専
従
看
護
師
が
試

行
さ
れ
て
い
る
な
か
で
行
っ
た

学
習
会
で
は
、「
看
護
と
看
護

労
働
は
違
う
」
と
の
言
葉
に
衝

撃
を
受
け
た
が
、
今
の
職
場
環

境
を
考
え
る
と
、
真
剣
に
労
働

と
し
て
の
看
護
を
考
え
る
時
期

に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
▼
今
回
の
医
療
研
・
看
護

分
科
会
は
、
看
護
職
員
は
も
ち

ろ
ん
、
市
民
の
方
に
も
参
加
し

て
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
の
看
護

職
場
の
あ
り
方
を
一
緒
に
考
え

ら
れ
る
機
会
と
な
り
得
る
の
で

は
な
い
か
。
現
場
に
留
ま
ら
ず
、

世
論
に
訴
え
る
活
動
を
組
合
は

目
指
し
た
い
と
思
う
。 

（
ひ
）



7月8日㈮～9日㈯

（つなぎ温泉「ホテル紫苑」）

県医労女性部第59回定期大会県医労女性部第59回定期大会

7月30日㈮～31日㈯

（つなぎ温泉「ホテル紫苑」）

県医労青年部第59回定期大会県医労青年部第59回定期大会

７月の予定
８日（金）〜９日（土）

　　　　　　　県医労女性部第59回定期大会（ホテル紫苑）

22日（金）　　　支部長会議（県民会館）

23日（土）　　　第41回岩手県医療研究集会（水産会館等）

30日（土）〜31日（日） 

　　　　　　　県医労青年部第59回定期大会（ホテル紫苑）

８月の予定
３日（水）〜６日（土）

　　　　　　　原水爆禁止世界大会（広島）

19日（金）〜 21日（日）

　　　　　　　みちのくアクトinみやぎ（鳴子温泉）

20日（土）　　　支部長会議（県民会館）

20日（土）〜 21日（日）

　　　　　　　第62回日本母親大会 in 石川・福井

20日（土）〜 22日（月）

　　　　　　　全国保育団体合同研究集会 in 島根

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

７
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！


